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市
と
教
育
委
員
会
な
ど
で

は
、
各
分
野
で
功
労･

功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し

ま
す
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

※
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
掲
載

し
て
い
な
い
方
が
い
ま
す

市
長
表
彰

●
技
能
功
労
者
表
彰

【
優
秀
技
能
者
表
彰
】

◇
足
立
耕
次
郎（
足
立
工
務
店
）

◇
高
松
勇
次（
ラ
ン
テ
ッ
ク
）◇

秋
田
俊
晴（
濱
田
精
麦
）◇
成
瀬

善
之（
成
瀬
石
材
店
）◇
橋
元
靖

明（
冨
士
電
線
）

●
企
業
優
良
従
業
員
表
彰

【
精
勤
表
彰
】

◇
露
木
和
広（
濱
田
精
麦
）◇
蓬

田
敏
夫（
同
）◇
鈴
木
貴
弘（
三

光
工
業
）◇
島
田
智
宏（
ユ
ニ

テ
ッ
ク
）◇
北
条
雅
典（
ニ
ッ 

パ
ツ
機
工
）◇
片
柳
博（
磯
崎 

絞
製
作
所
）◇
須
藤
幸
子（
濱
田

精
麦
）

【
技
術
表
彰
】

◇
叶
俊
輔（
竹
内
型
材
研
究
所
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
個
人
】

◇
伊
藤
啓
一（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

◇
大
中
和
彦（
同
）◇
木
村
奏
都

（
同
）◇
椎
名
萌
花（
同
）◇
岸
川

廣
子（
同
）◇
添
田
重
樹（
水
泳
）

◇
佐
藤
幸
也（
同
）◇
小
島
裕
之

（
少
林
寺
拳
法
）◇
来
栖
康
介

（
陸
上
）◇
二
宮
綾
音（
同
）◇
中

川
靖
悟（
同
）◇
箱
井
杏
音（
同
）

◇
黄
塚
結
空（
卓
球
）◇
大
久
保

海（
ゴ
ル
フ
）◇
松
木
こ
の
み

（
同
）◇
菊
地
大
智（
サ
ッ
カ
ー
）

◇
佐
藤
陸（
同
）◇
齋
藤
花
菜

（
同
）◇
中
井
川
歩
実（
ダ
ン
ス
）

◇
今
野
優
一（
野
球
）◇
永
野
幹

太（
同
）◇
吉
澤
響（
同
）◇
大
津

遼（
同
）◇
佐
塚
太
一（
同
）◇
松

本
陽（
同
）◇
山
口
良
太（
同
）◇

細
野
拓
哉（
同
）◇
飯
塚
朋
久

（
同
）◇
佐
藤
壱
晟（
同
）◇
小
林

啓
人（
同
）◇
青
柳
拓
海（
同
）◇

矢
口
海
斗（
同
）◇
五
十
嵐
崚
太

（
同
）◇
小
島
大
河（
同
）◇
平
岡

大
和（
同
）

【
団
体
】

◇N
inetynine's

（
野
球
）◇
産 

業
能
率
大
学
サ
ッ
カ
ー
部（
サ
ッ 

カ
ー
）

●
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

◇
福
田
咲
貴（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

◇
辻
本
耀
清（
剣
道
）

●
青
少
年
善
行
表
彰

◇
氏
家
星
奈（
大
田
小
４
年
）◇

中
村
咲
音（
同
）◇
石
井
友
梨

（
山
王
中
２
年
）◇
松
本
光
生

（
同
）◇
バ
ザ
ン 

ヤ
マ
ノ 

ア
ド

リ
ア
ナ 

ジ
ュ
デ
ィ（
同
）◇
瀬

戸
瑛
太（
成
瀬
中
１
年
）◇
田
村

俊
輔（
同
）◇
飯
島
凜（
同
３
年
）

◇
幸
丸
葵（
同
）◇
福
田
恵（
厚

木
高
２
年
）

教
育
委
員
会
表
彰

●
学
校
教
育

◇
杉
山
和
子（
学
校
嘱
託
医
）

●
社
会
教
育

◇
子
安
和
子（
地
域
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
）◇
中
村
久
仁
江

（
同
）◇
髙
木
ミ
エ
子（
同
）◇
佐

伯
妙
有（
社
会
教
育
委
員
）◇
田

本
美
佐
子（
社
会
教
育
委
員･

図

書
館
協
議
会
委
員
）◇
齋
藤
道

子（
図
書
館
協
議
会
委
員
）◇
大

村
聖
臣（
文
化
団
体
連
盟
）◇
衛

藤
由
紀
子（
児
童
館
指
導
員
）◇

谷
亀
直
美（
同
）◇
齋
藤
邦
子

商
工
会
長
表
彰

●
企
業
優
良
従
業
員
表
彰

◇
松
谷
政
勝（
巴
商
会
）◇
井
上

裕
夫（
グ
ン
ゼ
高
分
子
）◇
坂
本

敦（
オ
ー
イ
ズ
ミ
）◇
藤
川
圭
太

（
タ
ナ
カ
モ
ー
タ
ー
ス
）◇
篠
田

義
之（
成
幸
工
業
）◇
霜
島
恵
美

（
つ
じ
む
ら
歯
科
医
院
）◇
駒
澤

政
則（
三
光
工
業
）◇
高
橋
昭
則

（
葵
ロ
ー
ル
）◇
中
井
勝
利（
富

祥
）◇
髙
野
浩
一（
シ
テ
ィ
ア
ク

セ
ス
相
模
）◇
天
野
彰
太（
冨
士

電
線
）◇
小
林
直
人（
千
代
田
工

業
）◇
橋
本
真
由
美（
こ
ま
や
社

会
福
祉
事
業
会
大
山
ホ
ー
ム
）

◇
二
見
緑（
伊
勢
原
市
観
光
協

会
）◇
寺
澤
梨
紗（
望
星
薬
局
）

（
同
）◇
神
崎
タ
ケ
子（
同
）◇
高

橋
愛
子（
同
）◇
今
井
悦
子（
同
）

◇
宮
川
芳
蘭（
青
少
年
指
導
員
）

◇
柏
木
俊
一（
同
）◇
村
上
和
広

（
同
）◇
友
岡
篤
哉（
同
）◇
杉
﨑

光
夫（
同
）◇
鈴
木
さ
を
り（
同
）

◇
北
原
奈
穂
子（
同
）◇
金
子
豊

士（
同
）◇
矢
本
正（
同
）◇
岩
田

育
夫（
同
）◇
川
上
修
二（
ス
ポ
ー 

ツ
協
会
理
事
）◇
山
本
茂（
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）◇
中
嶋
敏

子（
同
）◇
稲
毛
幸
一（
体
力
づ

く
り
振
興
会
委
員
）◇
山
口
鉄

男（
同
）◇
後
藤
博
樹（
同
）◇
増

田
勝（
同
）◇
庭
野
喜
彰（
同
）◇

矢
嶋
朋
幸（
同
）

市
制
記
念
日
表
彰

　
想
定
す
る
最
大
規
模
の
雨
が

降
っ
た
場
合
に
、
浸
水
が
予
想

さ
れ
る
区
域
や
浸
水
の
深
さ
、

水
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
確
認
で
き
る
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
雨
水
排
水
施
設
や
貯

留
施
設
、
地
形
、
放
流
先
の
河

川
情
報
を
基
に
、
想
定
す
る
最

大
規
模
の
降
雨
で
あ
る
１
時
間

に
１
５
２･

９
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
総
雨
量
２
６
４･

５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
雨
が
市
内
全
域
に

降
っ
た
場
合
を
解
析
し
た
浸
水

想
定
区
域
お
よ
び
深
さ
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地

域
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

主
な
掲
載
内
容

◇
避
難
時
の
危
険
箇
所
◇
各
地

域
の
避
難
所
◇
避
難
行
動
の
ポ

イ
ン
ト
◇
避
難
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
の
入
手
方
法
◇
非
常

持
出
品
や
家
庭
で
で
き
る
浸
水

対
策

配
布
方
法

　
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
。
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
ア
ク
ア
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
２
階
の
担
当
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

防
災･

災
害｣

で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

※
河
川
か
ら
の
洪
水
に
も
備

え
、｢

洪
水･

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ｣

も
併
せ
て
ご
確
認

く
だ
さ
い

▪担
下
水
道
経
営
課

92-

３
３
４
１

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た

～
浸
水
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

〜
３
月
１
日
は
市
制
記
念
日
で
す
〜

▪担消防本部予防課 95-2118

3月1日～7日は春季火災予防運動期間です
　この時季は強風で火災の被害が広がる傾向が
あります。特に山火事はいったん発生すると容
易に消火できず、その後の回復に年月を要しま
す。緑豊かな伊勢原の森林を火災から守るた
め、火気の取り扱いに十分注意しましょう。
　期間中は全国で｢山火事予防運動｣｢車両火災
予防運動｣が併せて実施されます。消防署で
は、消防車による巡回広報、啓発ポスターや看
板の掲出をします。

市内における火災発生状況
 (　)内は前年比
種　別 令和3年の件数
建　物 10件（－6件）
林　野  0件（－1件）
車　両  3件（－1件）
その他  8件（±0件）

計 21件（－8件）

住宅火災を防ぐポイント
◆寝たばこは絶対にやめる◆ストーブは燃えやすい物から離す◆ガスコ
ンロから離れるときは火を消す◆コンセントは清潔にし、必要の無いプ
ラグは抜く◆ストーブやガスコンロは安全装置の付いたものに◆住宅用
の火災警報器や消火器を設置◆火災警報器は10年を目安に交換◆寝具や
カーテンは燃えにくい素材に◆避難方法･経路を常に確保◆隣近所で協
力し合える関係づくりを

　標高差650メートル、石段1610段、早春の大山路に1500人
の健脚自慢が挑戦する登山マラソン。伊勢原駅北口をスター
トし、大山街道旧道を通過、女坂をひたすら登り、大山阿夫
利神社下社に至る片道9㎞の過酷なコースです。
　ゲストランナーに大島めぐみさん、加納由理さん、赤羽有
紀子さん、福士加代子さん、重友梨佐さん、モデルの道端 
カレンさんの6人を招き、一般ランナーと一緒に走ります。
※感染症拡大防止のため、沿道での応援は自粛してくださ 
い。感染状況によって、大会が中止になる場合があります

交通規制(午前9時50分～正午)にご協力ください
　伊勢原駅北口から国道246号伊勢原交差点までの中央通りが、路線バスを除いて
車両一時通行止めとなります。また、国道246号上下線が各スタートから5分程度通
行止めとなるほか、コース全線で午前9時50分から正午まで交通規制(大山街道旧道
は車両一時通行止め)を行います。安全確保や渋滞緩和のため、う回などのご協力
をお願いします。
▪担スポーツ課 94-4628

第37回　大山登山マラソン大会
3/13(日)感染症対策を行った上で3年ぶりに開催

スタート時刻(伊勢原駅北口)
10:00
(10:47)

男子50歳代・60歳以上
ゲストランナー：道端カレンさん、赤羽有紀子さん

10:30
(11:14)

男子40歳代・女子
ゲストランナー：大島めぐみさん、加納由理さん

11:00
(11:42)

男子30歳代・29歳以下
ゲストランナー：福士加代子さん、重友梨佐さん

(　)内は1位のフィニッシュ予想時刻

平成31（2019）年開催 第34回
大山登山マラソン大会


